
川
相
自
治
連
合
会
長
の
開
会

挨
拶
に
続
い
て
安
部
課
長
が
家

庭
ゴ
ミ
有
料
化
に
至
っ
た
経
緯

な
ど
を
述
べ
、
木
下
主
任
主
事

の
詳
細
説
明
に
入
っ
た
。

ゴ
ミ
有
料
化
は
避
け
て
通
れ

な
い
と
し
て
、
今
年
七
月
か
ら

三
ヶ
月
間
の
試
行
後
、
十
月
よ

り
完
全
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
先

の
市
議
会
で
決
定
済
み
。

井
原
市
の
場
合
、
45
リ
ッ
ト

ル
の
袋
代
は
45
円
。
総
社
市
や

岡
山
市
は
50
円
と
高
い
が
、
里

庄
町
や
浅
口
市
は
逆
に
12
円
と

安
い
た
め
「
価
格
の
違
う
根
拠

を
示
し
て
欲
し
い
」
と
の
質
問

も
。
市
側
は
「
１
リ
ッ
ト
ル
当

た
り
１
円
以
上
の
方
が
減
量
化

の
効
果
は
大
き
い
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き

た
い
」
と
回
答
し
た
。

住
民
は
後
日
…
「
環
境
問
題

は
皆
の
理
解
が
不
可
欠
」
「
や

む
を
得
な
い
だ
ろ
う
」
「
議
会

決
定
後
の
事
後
承
諾
説
明
会
の

よ
う
だ
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を

述
べ
て
い
た
。

倉
掛
少
年
団
・
サ
ロ
ン
あ
す

は
・
自
治
連
合
会
関
係
者
が
二

月
八
日
、
つ
ど
え
～
る
で
カ
ル

タ
交
流
会
を
開
き
、
約
五
十
人

が
参
加
し
た
。

最
近
の
子
供
は
ゲ
ー
ム
機
な

ど
で
の
遊
び
が
主
流
。
文
化
の

多
様
性
を
知
ら
ず
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
な
ど
と
し
て
、
三
世

代
交
流
の
集
い
を
兼
ね
て
企
画

し
た
も
の
。

育
成
会
の
黒
崎
英
夫
会
長
の

開
会
挨
拶
に
続
い
て
サ
ロ
ン
あ

す
は
の
川
相
肇
代
表
が
カ
ル
タ

の
歴
史
を
紹
介
し
た
。

「
か
き
氷

あ
た
ま
の
上
が

ジ
ン
と
な
り
」
な
ど
の
読
み
手

の
声
に
、
団
員
ら
は
目
を
凝
ら

し
、
カ
ー
ド
を
見
つ
け
る
と
勢

い
よ
く
手
で
押
さ
え
て
い
た
。

熱
戦
の
結
果
、
三
回
で
計
39

枚
を
獲
得
し
た
５
年
尾
名
駿
一

君
が
優
勝
、
二
位
は
６
年
田
原

博
己
君
、
三
位
に
５
年
文
谷
翠

さ
ん
が
入
っ
た
。
学
年
別
に
分

か
れ
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
使
っ
た

軽
音
楽
も
楽
し
ん
だ
。

三
月
の
決
算
総
会
を
前
に
、

倉
掛
自
治
連
合
会
は
平
成
二
十

年
度
の
自
治
会
決
算
見
通
し
を

明
ら
か
に
し
た
。

山
岡
弘
幸
会
計
に
よ
る
と
、

「
昨
年
に
続
い
て
本
年
度
も
災

害
関
連
の
出
費
が
今
の
と
こ
ろ

ゼ
ロ
。
防
火
費
で
ス
テ
ン
レ
ス

製
消
火
器
ボ
ッ
ク
ス
を
十
一
個

交
換
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
も

含
め
、
各
項
目
の
ほ
と
ん
ど
が

予
算
内
で
収
ま
り
そ
う
で
す
」

な
ど
と
説
明
。
経
費
節
減
効
果

が
現
れ
て
い
る
と
し
た
。

倉
掛
の
世
帯
数
は
近
年
２
５

０
～
２
６
０
と
横
ば
い
。
一
般

会
費
収
入
が
安
定
し
て
い
る
一

方
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
閉

鎖
な
ど
で
事
業
所
会
費
収
入
は

若
干
減
少
し
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
で
二
月
一

日
、
年
に
一
度
の
厄
除
け
祈
願

祭
が
執
り
行
わ
れ
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
人
た
ち
が
厄
払
い
に

訪
れ
た
。

大
山
秀
憲
宮
司
に
よ
る
第
一

回
目
の
御
祓
い
は
午
前
十
時
か

ら
始
ま
り
、
十
八
人
が
参
列
し

て
お
札
を
授
か
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
生
ま
れ
の
男

性
は
「
健
康
面
に
気
を
配
り
、

災
難
な
ど
に
遭
わ
な
い
よ
う
祈

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 川 相 益 一

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

ゴミ有料化に高い関心

井
原
市
の
家
庭
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
有
料
化
に
伴
う
説
明
会
が

一
月
三
十
一
日
、
つ
ど
え
～
る
で
行
わ
れ
、
市
環
境
課
か
ら
安

部
課
長
ら
六
人
、
倉
掛
地
区
民
約
八
十
人
が
出
席
し
た
。

郷
社
で
十
二
月
三
十
日
、
餅

つ
き
交
流
会
が
行
わ
れ
、
住
民

ら
約
八
十
人
が
参
加
し
た
。

寒
い
日
だ
っ
た
が
、
集
ま
っ

た
大
人
も
子
供
も
元
気
い
っ
ぱ

い
。
蒸
し
上
が
っ
た
餅
米
が
臼

う

す

に
入
れ
ら
れ
る
と
、
交
替
で
ペ

ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ
ン
。
威
勢
よ
く

き
ね
音
を
響
か
せ
、
つ
き
上
が

っ
た
餅
に
さ
っ
そ
く
餡
や
き
な

あ

ん

粉
を
つ
け
て
賞
味
。
そ
の
美
味

し
さ
に
皆
、
満
足
の
表
情
を
浮

か
べ
て
い
た
。
駆
け
つ
け
た
育

成
会
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
イ
ノ
シ
シ
の
焼
肉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
大
忙
し
だ
っ
た
。

餅つき交流会

正月前の餅つき＝郷社足次山神社境内

倉掛地区
説 明 会

自治連合会

と き 平成２１年３月７日（土）

１４時～１５時３０分
ところ アクティブライフ井原

メルヘンホール

講 師 広島県安芸高田市
川根地区振興協議会
会長 辻駒 健二先生

対 象 自治会、社会奉仕団体、Ｎ
ＰＯ法人、市民活動団体等

受講料 無 料

主 催 井原市
共 催 市民活動センター

◇ ◇

「協働」について、先進地から講師
をお迎えし市民講座を開催します。
是非ご受講下さい。

協働のまちづくり

市民講座参加者募集

少
年
団
カ
ル
タ
交
流
会

な
ぜ
１
㍑
１
円
？

不
要
な
五
分
間
の
暖

機
は
ガ
ソ
リ
ン
約
１
６

０
㏄
の
浪
費
。
早
朝
や

深
夜
の
場
合
は
騒
音
に

も
な
り
ま
す
。

音
楽
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

な
ど
に
も
配
慮
し
、
近

隣
の
人
た
ち
と
の
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

エコドライブ＆騒音対策



平
成
二
十
一
年
井
原
市
消
防

出
初
式
が
一
月
十
八
日
に
挙
行

さ
れ
た
。

井
原
分
団
第
３
部
は
午
前
六

時
か
ら
機
庫
前
で
式
典
を
行

い
、
平
川
貴
章
部
長
が
「
三
人

の
新
入
団
員
を
迎
え
ま
し
た
。

無
火
災
を
目
指
し
、
団
員
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
り
た
い
」
な
ど

と
挨
拶
。
続
い
て
倉
掛
自
治
連

合
会
の
川
相
益
一
会
長
ら
来
賓

が
「
平
素
の
活
動
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
本
年
も
地
域
防
災
に

ご
尽
力
頂
き
た
い
」
と
団
員
を

激
励
し
た
。

分
団
及
び
市
団
の
式
典
を
終

え
た
井
原
分
団
（
岡
本
博
文
分

団
長
）
は
、
少
年
団
員
や
婦
人

会
役
員
ら
も
参
加
し
て
の
防
火

パ
レ
ー
ド
を
実
施
。
午
後
一
時

よ
り
向
町
河
原
で
一
斉
放
水
を

披
露
し
た
。

井
原
分
団
消
防
操
法
訓
練
大

会
が
二
月
一
日
、
井
原
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
第
３
部
１

班
が
接
戦
の
末
に
四
年
連
続
優

勝
を
飾
っ
た
。

第
３
部
は
出
初
以
後
、
特
訓

を
重
ね
て
例
年
通
り
二
チ
ー
ム

八
人
が
出
場
。
結
果
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
且
つ
堅
実
な
操
法
で
高

得
点
を
挙
げ
た
１
班
が
優
勝
。

新
入
団
員
三
人
を
起
用
し
た
２

班
も
初
め
て
の
操
法
な
が
ら

上
々
の
出
来
で
、
応
援
に
駆
け

つ
け
て
い
た
Ｏ
Ｂ
ら
も
「
今
後

が
楽
し
み
」
と
期
待
を
寄
せ
て

い
た
。

《
第
３
部
１
班
》

指
揮
者

吉
岡

公
希

１
番
員

西
山

喬
士

２
番
員

瀬
川

隆
治

３
番
員

長
尾

央
司

《
第
３
部
２
班
》

指
揮
者

三
宅

一
正

１
番
員

妹
尾

英
哲

２
番
員

丸
山

裕
二

３
番
員

三
嶋

紀
之

井
原
分
団
長
を
四
年
間
務
め

た
倉
掛
12

－

２
組
の
松
井
憲
司

さ
ん
が
昨
年
末
を
も
っ
て
退
団

し
た
。

松
井
さ
ん
は
昭
和
五
十
九
年

に
井
原
分
団
第
５
部
（
現
在
の

第
３
部
）
に
入
団
し
、
平
成
八

年
に
部
長
。
そ
の
後
、
本
部
役

員
を
経
て
同
十
五
年
か
ら
副
分

団
長
を
務
め
、
猪
原
貫
誠
氏
の

後
任
と
し
て
同
十
七
年
、
分
団

長
に
就
任
。
防
災
関
係
は
無

論
、
公
民
館
活
動
な
ど
も
精
力

的
に
こ
な
し
た
。
平
成
十
六
年

か
ら
倉
掛
自
治
連
合
会
の
役
員

を
務
め
今
期
は
環
境
部
長
。

松
井
さ
ん
は
「
消
防
団
へ
の

在
籍
は
十
九
年
。
地
域
の
皆
様

方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
操
法
の
練
習
も
今
と
な

っ
て
は
よ
い
思
い
出
で
す
」
と

振
り
返
っ
て
い
る
。
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3/ 1  消防団第３部試運転日

3/ 8  経ケ丸山頂ファミリーマラソン

3/ 8  倉掛少年団入退団式

3/ 8  井原市消防操法訓練大会

3/14  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時

3/19  井原小学校卒業式

3/21  倉掛自治会20年度決算総会

午後７時～ 倉掛公民館

3/26  井原小学校修了式

4/ 2  郷社清掃 午前８時～

4/ 4  郷社まつり

4/ 4  倉掛少年団・郷社境内清掃

4/ 4～5 井原市産業まつり

4/ 5  井原町桜まつり

4/11  倉掛自治会21年度予算総会

午後７時～ 倉掛公民館

4/19  井原市議会議員選挙

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■倉掛自治会平成２０年度決算総会

【と き】平成２１年３月２１日（土）

午後７時～

【会 場】倉掛公民館

■井原桜まつり・ウォーキング大会

〈と き〉平成２１年４月５日（日）

〈コース〉小田川堤（約３㎞）

〈出 発〉井原公民館 午前１１時

〈参加費〉無 料

〈主 催〉井原町まちづくりの会

■なつかしい写真をお貸し下さい

「倉掛自治会ホームページの“思いで写真

館”に掲載しても差し支えのない懐かしい

写真がございましたら是非お貸し下さい。

読み取り作業はすぐ終わりますのでヨロシ

クお願いします」＝倉掛新聞編集委員会

消防出初式

分団操法・小型ポンプの部

部 長 平川貴章（夏）
副部長 今井 豊（倉）
副部長 長尾央司（倉）
会 計 竹内 誠（夏）
会 計 三宅一正（倉）
消防班長 笠原慶一（倉）
厚生班長 山岡正和（倉）
機械班長 瀬川隆治（倉）
水源班長 西山喬士（夏）
組 長 松本 大（夏）
団 員 吉岡公希（倉）
団 員 川相智正（夏）
団 員 田中利樹（倉）
団 員 東森裕之（夏）
団 員 山中 新（夏）
団 員 松井 淳（夏）
団 員 豊池秀之（倉）
団 員 丸山裕二（倉）
団 員 妹尾英哲（倉）
団 員 三嶋紀之（倉）

第 ３ 部 団 員 名 簿

井
原
分
団

第

３

部

優
勝
し
た
第
３
部
１
班
の
メ
ン
バ
ー


